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国立大学法人福島大学の 
第２期中期目標期間に係る業務実績の評価結果について 

 

 

 ６月６日に開催された文部科学省国立大学法人評価委員会総会において、 

第２期中期目標期間の業務実績に関する評価結果が確定し、公表されました。 

ついては、本学の評価結果の概要等について報告します。 

 

 

 国立大学法人評価委員会では、国立大学法人及び大学共同利用機関法人を対

象に、毎年度の業務実績評価と、６年間の中期目標期間全体の業務運営の実績

について調査・分析し、各法人の中期目標の達成状況を評価しています。 

今回は、第２期中期目標期間（平成 22 年度～平成 27 年度）を対象に評価が

行われ、その結果が確定・公表されました。 

 本学の主な評価結果としては、①環境放射能研究所による国内外の研究活動、

②COC「ふくしま未来学」等の震災復興関連の教育プログラム実施、③パリから

東北の未来を世界に発信するイベント「東北復幸祭＜環 WA＞in PARIS」開催等

が評価されました。 

中でも、平成 26 年８月にパリで開催した「東北復幸祭＜環 WA＞in PARIS」

は 15 万人の来場者を集め、多様なメディアによって日仏両国で報道され、原

発事故による風評被害軽減につながったとして特筆されました。また、COC「ふ

くしま未来学」の震災・復興関連科目群も注目されました。この２件の取り組

みは、国立大学法人評価委員会の評価結果（概要）でも事例紹介されました。 

ついては、今回の評価結果を受けまして、学長談話を発表します。 

 

【参考 URL】 

文部科学省 第２期中期目標期間の業務実績評価結果 

http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/houjin/detail/1386169.htm 

 

 大学改革支援・学位授与機構 国立大学等の第２期中期目標期間における教育研究の状況の評価結果  

  http://www.niad.ac.jp/n_hyouka/kokuritsu/kekka_h28/ 

 

 

（問い合わせ先） 
福島大学 学長室（評価担当：加藤） 
電 話：024-548-5200 
Mail:hyouka@adb.fukushima-u.ac.jp 



平成29 年6 月7 日 

学 長 談 話 

国立大学法人福島大学   

学 長  中 井 勝 己 

 

 平成 29 年 6 月 6 日、国立大学法人評価委員会総会が開催され、第２期中期目標期間（平成２２年度

～２７年度）の業務実績に関する評価結果が確定しましたので、報告いたします。 

 
＜本学の評価結果＞ 

全体評価としては、①環境放射能研究所による国内外の研究機関と連携した研究活動、②震災復興関連の教

育プログラム実施、③パリから東北の未来を世界に発信するイベント「東北復幸祭＜環WA＞in PARIS」

開催、④その他、業務運営面では教員人事の全学管理、外部資金獲得増、東北7大学の大規模災害時連携

協定が評価されました。環境放射能研究所の研究活動は「戦略性が高く意欲的な目標・計画」の取り組み

としても評価されました。 

中でも、平成26年8月にパリで開催した「東北復幸祭＜環WA＞in PARIS」は15万人の来場者を集め、

多様なメディアによって日仏両国で報道され、原発事故による風評被害軽減につながったとして特筆され

ました。また、COC「ふくしま未来学」の震災・復興関連科目群も注目されました。この2件の取り組み

は、別紙１のとおり第２期評価結果（概要）でも事例紹介されました。 

一方で、過年度に複数回指摘された事項（平成25、26年度「寄附金の個人経理」）について、改善に向

けた取組の継続を求められました。 各項目の評価結果、特記事項等は別紙２のとおりです。 

 

＜評価を受けて＞ 

本学は、平成23 年３月の東日本大震災と原発事故以来、被災者・被災地域の復興に関わってきました。   

今回、「優れた点」として評価された取り組みは、その多くが復興関連事業でもあり、放射能汚染という未

知の災害に直面する福島県において本学が取り組んできた様々な事業について、一定の評価を得られたと考

えています。一方、課題として指摘を受けた「寄附金の個人経理」については、教育研究費の不正使用防止

のためのコンプライアンス教育を毎年受講義務化する等、再発防止に向けて取り組んでおります。評価され

た取り組みについては今後も継続するとともに、復興支援活動から学びを活かせる唯一の総合大学として、

また、新たな地域社会の創造に貢献できる教育を重視した人材育成大学として、一層の発展を目指します。 

 

＜今後に向けて＞ 

第3 期中期目標期間において、本学は以下3 つの基本目標を掲げて「地域と共に歩む人材育成大学」と

しての使命を果たすとともに、21 世紀課題先進地における中核的学術拠点を目指します。 

①能動的学習を重視し、グローバルな視点と感性を持ち地域課題に創造的に取り組む人材の育成 

②地域の研究拠点として地域イノベーション推進、環境放射能動態の国際的研究推進と世界発信・地域還元 

③被災者・被災地域の復興支援活動を通じて東日本大震災・原発事故から学び、新たな地域社会創造に貢献 

平成 27 年１月には、震災後 10 年にあたる平成 33 年(2021 年)までに本学が目指すべき新たな方向

性を示した学長の将来構想「中井プラン2021」を、平成29 年１月には「中井プラン2021＜改訂版＞」

を発表しました。特に震災後、食と農業に係る安全への問題から、福島県における農学系の専門的人材養成

を望む声が高まっていることを受け、本学では①農学系教育研究組織の設置、②既存組織の見直し、③教育

改革（入試改革を含む）を一体的に行う「三位一体の改革」の推進が必須と考えており、平成31 年度の実

現を目指しています。 

今後も「定例記者会見」等の機会を通じて、本学の学生・教職員による様々な支援活動の情報を積極的

に発信し、「顔の見える大学」として、市民・地域に一層開かれた大学を目指すとともに、大学が有する

知的資源や産官民学連携の活動成果を積極的に福島県の復興に結び付けていきたいと考えています。 

 



【別紙１】 

 

国立大学法人評価委員会 第２期評価結果（概要）から抜粋 

 

第２期中期目標期間評価の全体像 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報提供：評定が「非常に優れている」の法人の取組例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育：「優れた点」として取り上げられた取組例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【別紙２】 

 

第２期中期目標期間に係る業務の実績に関する評価結果（概要版） 

国立大学法人福島大学 

 

＜評価の標語について＞ 

中期目標の達成状況は５段階で評定（下記１、2）、教育・研究の現況分析は４段階で評定（下記 3） 

中期目標の達成状況評価の標語（5 段階評定）    教育・研究に係る現況分析の標語         

中期目標の達成状況が非常に優れている 水準（4 段階評定）    質の向上度(４段階評定) 

中期目標の達成状況が良好である 期待される水準を大きく上回る 大きく改善向上している 

中期目標の達成状況がおおむね良好である 期待される水準を上回る 改善、向上している 

中期目標の達成状況が不十分である 期待される水準にある 質を維持している 

中期目標の達成状況のためには重大な改善事項がある 期待される水準を下回る 質を維持しているとは言えない 

 

１．教育研究等の質の向上の状況 

（１）教育に関する目標→「中期目標の達成状況が良好である」評価（5 段階の上位２番目） 

【優れた点 ８件】 

①教育体系の充実、４つのカリキュラム領域、自己デザイン領域の｢教養演習｣｢キャリア形成論｣開講 

②地域に出向く実習やフィールドワーク、4 年一貫ゼミ等の少人数教育の充実 

③「COC ふくしま未来学」の地域実践学習「むらの大学」等の震災・復興関連教育プログラム 

④東日本大震災に伴う学生ボランティア活動の単位認定（自己学習プログラム） 

⑤副学長による高校訪問、学生による出身高校訪問｢メッセンジャープロジェクト｣等、志願者増の取組 

⑥「福島大学災害ボランティアセンター」「スタ☆ふくプロジェクト」「FURE’ｓ（フレッツ）」等の 

学生ボランティア活動の活性化 

⑦被災学生への入学料・授業料免除、震災義援金、しのぶ育英奨学金等による経済的支援 

⑧キャリア相談員による進路相談、就職活動の交通費補助、東京セカンドキャンパス等の就職支援充実 

【特色ある点 2 件】 

①産業技術総合研究所との協定に基づく大学院共生システム理工学研究科再生可能エネルギー教育 

②学生の声を取り入れた教育改善のため、学生・教職員参加のFD 宿泊研修（他大学生・教員も参加） 

 

（２）研究に関する目標→「中期目標の達成状況がおおむね良好である」評価（5 段階の上位３番目） 

【優れた点 4 件】 

①科研費採択件数の増加、大学独自の重点研究分野（foR プロジェクト）の推進 

②再生可能エネルギーの普及・産業集積等の地域課題解決に向けた研究、環境放射能研究所、 

福島第一原発の廃止措置に向けた研究(難分析核種の迅速分析手法)等、自治体・企業との連携研究 

③大学院経済学研究科｢原子力災害からの食の安全と農の再生に関する研究｣の推進、自治体政策活用 

④外部研究資金の獲得力向上を目指して研究振興課に改組、弁理士雇用等の研究支援体制の充実 

 

（３）社会連携･社会貢献､国際化等に関する目標→「中期目標の達成状況がおおむね良好である」評価（５段階の上位３番目） 

【優れた点 4 件】 

①「COC ふくしま未来学」等、地域と連携した課題解決プログラムの展開 

②自治体等との協定締結、うつくしまふくしま未来支援センター（FURE）等による復興活動の支援 

③グローバル化推進方針の策定、留学生の受入れ・派遣の推進 

④本学独自の短期留学プログラム「Fukushima Ambassadors Program」、 

海外拠点大学を指定し学生交流を推進 

【特色ある点 1 件】 

①環境・エネルギー分野における中核的専門人材養成、地域版モデルカリキュラムの開発 

 



（４）附属学校に関する目標 

【優れた点 2 件】 

①地域の教育関係者を構成メンバーに加えた「附属学校地域運営協議会」の設置 

②東日本大震災時の附属学校の貢献（校庭線量低減の実地調査） 

 

２．業務運営・財務内容等の状況 

（１）業務運営の改善及び効率化に関する目標→「中期目標の達成状況が良好である」評価（5 段階の上位２番目） 

【優れた点 1 件】 

①給与決定の柔軟化による外国人・実務家・民間企業等から実践的な人材の確保、 

教員人事の全学管理（H27 教員人事戦略室→H28 教育研究院へ） 

 

（２）財務内容の改善に関する目標→「中期目標の達成状況が良好である」評価（5 段階の上位２番目） 

【優れた点 1 件】 

①震災後の復興課題をテーマとする研究の増、FURE・大学院共生システム理工学研究科再エネ分野 

の設置等、地域社会のニーズに応える教育研究組織整備による外部資金獲得、研究支援体制の充実 

 

（３）自己点検・評価及び情報提供に関する目標→「中期目標の達成状況が非常に優れている」評価（5 段階の最上位）  

【特筆される点 1 件】 

①パリから東北の未来を世界に発信するイベント「東北復幸祭＜環 WA＞in PARIS」を開催し 

15 万人来場、多様なメディアにより日仏両国で報道され風評被害を軽減（H26 年 8 月） 

【優れた点 1 件】 

①副学長による高校訪問や在学生による出身高校訪問により、本学の修学環境の現状を積極的に発信 

し志願者増につながる等、戦略的な入試広報活動を行い、震災による不利な状況を克服 

 

（４）その他業務運営に関する重要目標→「中期目標の達成状況がおおむね良好である」評価（5 段階の上位３番目） 

【優れた点 1 件】 

①安全・危機管理情報の学内共有、構内除染・モニタリング、東北７大学の大規模災害時連携協定 

【改善すべき点 1 件】 

①平成 25～26 年度評価において課題として指摘を受けた「寄附金の個人経理」について、 

改善に向けた取組は行われているものの、引き続き再発防止に向けた取組みの実施が必要 

 

（５）戦略性が高く意欲的な目標・計画の取組状況 

【取組状況 1 件】 

  ①広く世界に開かれ、英知を結集した環境放射能動態に関する先端的研究拠点として 

環境放射能研究所を設置、国内外研究機関と連携し自然環境をフィールドとした調査研究 

 

3．学部・研究科等の教育及び研究に係る現況分析結果 

教育・研究の水準→全て｢期待される水準を上回る｣又は｢期待される水準にある｣評価（4 段階で上位２又は３番目）  

質の向上度   →全て｢改善、向上している｣又は｢質を維持している｣評価（4 段階で上位２又は３番目） 

【卓越した研究業績 1 件】 

①大学院経済学研究科の「原子力災害からの食の安全と農の再生に関する研究」は、土壌測定と 

汚染マップの可視化に関する研究成果を広く社会に公表し、日本協同組合学会実践賞を受賞 

 

評価結果の詳細は、文部科学省 及び 大学改革支援・学位授与機構ホームページをご覧ください。 

◎文部科学省 第２期中期目標期間の業務実績評価結果 

http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/houjin/detail/1386169.htm 

◎大学改革支援・学位授与機構 国立大学等の第２期中期目標期間における教育研究の状況の評価結果 

http://www.niad.ac.jp/n_hyouka/kokuritsu/kekka_h28/ 
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